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〜
区
域
・
人
口
・
汚
水
量
〜

目 標 年 次

区　　　  域

人　　　  口

汚 　水　 量

処 理 水 量

平成２７年
７６０ha

２７，５００人
１７，７６５K／日

平成３４年
８２９ha

２６，０００人
１６，７２５K／日

１８，０００K／日

計画見直し前（平成７年策定） 計画見直し後

大野高校

有西小

新町

大野東高校

下庄小

中野

北陸電力

北大野

合
同
庁
舎

三
番
線

Ｒ
157

文
化

会
館

JR
越前
  大野駅

有
東
小

大
野
土
木
事
務
所

西市

Ｎ

庄林

横枕

南新在家

東大月

中津川

陽明
中

有南
小

至勝山
クリーン
センター

有終会館
こぶし通り

開成中

至中島

市役所

大野市下水処理
センター

真
名
川

清
滝
川

赤
根
川

赤 根
川

木
瓜
川

至福井

至和泉村R158

整備を進めている区域
（平成10年～18年）

今後整備する区域
（平成15年～21年）

全体計画

見 直 し 計 画



四
月
か
ら
公
共
下
水
道
の
一
部

供
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
回
そ
れ
ら
工
事
計
画
な
ど
の

基
と
な
る
、
基
本
計
画
に
つ
い
て

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
見
直
し
は
、

・
平
成
十
二
年
度
に
策
定
し
た

「
第
四
次
大
野
市
総
合
計
画
」

の
中
で
将
来
の
計
画
人
口
が
、

四
万
五
千
人
か
ら
四
万
人
へ
と

変
わ
っ
た
こ
と

・
平
成
十
三
年
度
に
「
大
野
市
下

水
道
整
備
構
想
」
を
見
直
し
、

予
定
区
域
が
変
わ
っ
た
こ
と

・
前
基
本
計
画
の
策
定
（
平
成
七
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幹
線
ル
ー
ト
に
つ
い
て
も
見
直
し

を
行
い
ま
し
た
。

今
回
、
基
本
計
画
の
見
直
し
と

と
も
に
、
中
心
市
街
地
な
ど
を
含

む
一
五
九
k

に
つ
い
て
、
新
た
に

事
業
認
可
申
請
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
市
公
共
下
水
道
の
全
体

計
画
の
中
で
、
平
成
十
五
年
か
ら

二
十
一
年
に
か
け
て
工
事
を
行
う

区
域
を
設
定
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
新
し
い
整
備
区
域
が
認
可

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

に
事
業
認
可
を
受
け
た
区
域
と
合

わ
せ
、
下
水
道
事
業
全
体
の
面
積

は
二
八
五
k

と
な
り

ま
す
。

今
後
、
整
備
を
進

め
る
区
域
に
つ
い

て
、
工
事
の
説
明
会

を
予
定
し
て
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先
　

下
水
道
課
公
共
下

水
道
係
（
1
66
・

１
１
１
１
内
線
２

９
１
）

年
三
月
）
か
ら
約
八
年
が
経
過

し
、
社
会
情
勢
な
ど
が
変
化
し

て
き
た
こ
と

・
平
成
十
五
年
度
に
事
業
認
可
を

受
け
、
工
事
に
着
手
す
る
予
定

で
あ
る
こ
と

な
ど
を
背
景
と
し
て
行
い
ま
し
た
。

こ
の
見
直
し
で
、
市
街
地
周
辺

を
新
た
に
計
画
区
域
と
し
て
組
み

込
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
全
体
の
計

画
区
域
面
積
が
七
六
〇
k

か
ら
八

二
九
k

へ
と
拡
大
し
ま
し
た
。

ま
た
同
時
に
、
地
形
条
件
や
経

済
性
、
地
下
水
へ
の
影
響
な
ど
を

考
慮
し
、
中
心
市
街
地
の
管
き
ょ

Ｎ

大野市下水処理センター計画平面図大野市下水処理センター計画平面図大野市下水処理センター計画平面図

水処理施設 管理棟

汚泥処理施設

国道157号

あ
っ
宝
ん
ど

大野市下水処理センター計画平面図

オキシデ－ションディッチ １池
最終沈澱池 １池
管廊その他 １式

工事予定

工事完了施設

全体計画

中
心
市
街
地
を
含
み

整
備
区
域
の
拡
大
へ

公共下水道事業　概算事業費計画（全体）

（財源内訳）

見直し前（平成７年） 見直し後

区　　　域

管　き　ょ

混 焼 施 設

処　理　場

概算事業費

７６０ha

18,845百万円

6,487百万円

25,332百万円

８２９ha

22,765百万円

134百万円

9,076百万円

31,975百万円

※下水汚泥処理（広域ごみ焼却施設工事負担金）

国　　　費

県　　　費

市 費 な ど

受益者負担金

9,434百万円

167百万円

13,496百万円

2,235百万円

10,637百万円

183百万円

18,726百万円

2,429百万円

※起債費用を含む

事業区域の対照表

（事業費計画）

今回申請する計画これまでの計画

区　　　域

処 理 人 口

処 理 水 量

１２６ha

2,950人

1,400K／日

２８５ha

10,800人

6,000K／日

管　き　ょ

混 焼 施 設

処　理　場

事業費合計

5,252百万円

3,396百万円

8,648百万円

9,199百万円

134百万円

4,752百万円

14,085百万円

※広域ごみ焼却施設工事負担金
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《
人
口
の
減
少
と
少
子
高
齢
化
》

　

財
政
基
盤
の
強
化
に
よ
る
、
住

民
の
要
望
に
か
な
っ
た
子
育
て
環

境
や
、
高
齢
社
会
に
対
応
し
た
体

制
・
組
織
づ
く
り

《
厳
し
い
財
政
状
況
》

　

事
務
事
業
の
効
率
化
な
ど
に
よ

る
経
費
削
減
や
財
政
基
盤
の
強
化

《
日
常
生
活
圏
の
拡
大
》

　

交
通
網
の
整
備
な
ど
で
拡
大
す

る
日
常
生
活
圏
に
対
応
し
た
、
よ

り
広
域
的
な
ま
ち
づ
く
り

《
新
た
な
行
政
課
題
や

　
　

多
様
化
す
る
住
民
の
要
望
》

　

環
境
問
題
や
高
度
情
報
化
、
国

際
化
や
技
術
革
新
な
ど
で
多
様
化

す
る
住
民
の
要
望
に
対
す
る
専
門

的
で
高
度
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
提
供

の
材
料
と
な
る
も
の
で
す
。

　

交
通
網
の
発
達
に
よ
る
日
常
生

活
の
範
囲
の
拡
大
や
少
子
高
齢
化

の
進
行
、
環
境
問
題
な
ど
、
単
独

の
市
村
で
は
対
応
の
難
し
い
行
政

課
題
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る
に

は
行
政
基
盤
の
強
化
が
必
要
で
あ

り
「
市
町
村
合
併
」
は
、
そ
の
有

効
な
手
段
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
地
方
分
権
》

　

地
方
が
自
ら
考
え
、
責
任
を

持
っ
て
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
た
、
政
策
立
案
能
力
や
意
思
決

定
能
力
、
住
民
参
加
の
推
進
な
ど

行
政
能
力
の
向
上

　

市
町
村
合
併
に
関
す
る
協
議
に

つ
い
て
は
、
一
般
的
に
「
法
定
協

議
会
」
を
設
置
し
、
進
め
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
両
市
村
の
場
合
、
任
意

の
協
議
会
で
の
、
合
併
に
関
す
る

調
査
に
重
点
を
置
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
そ
の
内
容
に
関
し
て
、

相
互
の
住
民
が
理
解
し
、
一
定
の

方
向
性
が
定
ま
っ
た
段
階
で
「
法

定
協
議
会
」
へ
と
移
行
し
、
さ
ら

に
協
議
を
進
め
る
予
定
で
す
。

　
「
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
計
画

（
案
）」
は
、
今
後
の
合
併
協
議
で

必
要
な
「
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
計

画
（
市
町
村
建
設
計
画
）」
の
骨

組
み
と
な
る
将
来
構
想
で
あ
り
、

両
市
村
の
合
併
を
判
断
す
る
た
め

対
応
が
必
要
な
行
政
課
題

計
画
（
案
）
の
役
割

背
景
や
必
要
性

　

六
月
五
日
、
第
五
回
大
野
市
・
和
泉
村
任
意
合
併
協
議
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
合
併
の
必
要
性
や
、
期
待
さ
れ
る

効
果
な
ど
を
検
証
し
、
合
併
の
判
断
材
料
と
な
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
「
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
案
）」
に
つ
い
て
協
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
計
画（
案
）な
ど
協
議

《
第
５
回
大
野
市
・
和
泉
村
任
意
合
併
協
議
会
》

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
計
画（
案
）な
ど
協
議

《
第
５
回
大
野
市
・
和
泉
村
任
意
合
併
協
議
会
》

　

市
役
所
へ
の
距
離
が
遠
く
な
り

不
便
に
な
る
の
で
は

　

住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
証
明
な

ど
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
化
に
よ
り
受
け
ら
れ
ま

す
。
そ
れ
ま
で
の
村
役
場
で
の

業
務
は
合
併
後
も
、
支
所
や
出

張
所
と
し
て
一
定
部
分
を
行
う

こ
と
で
対
応
が
可
能
で
す
。

　

公
共
料
金
が
高
く
な
っ
た
り
、

福
祉
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
が

低
く
な
っ
た
り
す
る
の
で
は

　

税
や
使
用
料
な
ど
は
住
民
サ
ー

ビ
ス
水
準
に
合
わ
せ
平
準
化
や

統
一
を
行
い
ま
す
。
項
目
に
よ

り
負
担
が
増
え
る
場
合
、
減
る

場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
全
体
的

に
は
サ
ー
ビ
ス
水
準
は
向
上
す

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

中
心
部
だ
け
が
発
展
し
て
周
辺

部
が
さ
び
れ
、
地
域
の
文
化
や

伝
統
が
失
わ
れ
る
の
で
は

　

中
心
市
街
地
や
農
村
部
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
住
民
の
意
見
が
反
映

さ
れ
た
「
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
計
画
（
市
町
村
建
設
計
画
）」

の
作
成
で
一
体
と
な
っ
た
ま
ち

づ
く
り
が
可
能
。
そ
れ
ぞ
れ
の

歴
史
、
文
化
、
伝
統
な
ど
が
失

わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
守
り

育
て
る
こ
と
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の

文
化
を
い
か
し
た
新
た
な
文
化

の
創
出
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

財
政
基
盤
が
弱
い
市
町
村
同
士

の
合
併
と
な
る
の
で
は

　

管
理
部
門
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
共

通
部
門
に
つ
い
て
効
率
的
な
運

営
が
可
能
で
す
。
こ
れ
ま
で
以

上
に
集
中
的
な
投
資
で
、
効
果

的
な
事
業
が
展
開
で
き
ま
す
。

　

市
町
村
間
の
距
離
が
あ
り
一
体

性
の
確
保
が
難
し
い
の
で
は

　

道
路
交
通
・
情
報
基
盤
の
整
備

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
距

離
感
短
縮
が
可
能
で
す
。
住
民

同
士
で
交
流
を
重
ね
一
体
性
が

確
保
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

人
口
に
比
べ
て
、
森
林
面
積
だ

け
が
増
え
る
の
で
は

　

広
大
な
森
林
資
源
は
、
国
土
保

全
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

　

ま
す
。
環
境
保
全
を
柱
と
し
た

施
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

森
林
が
果
た
す
役
割
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

合
併
で
懸
念
さ
れ
る
こ
と
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こ
れ
ま
で
の
議
論
か
ら
「
ま

ち
づ
く
り
の
姿
勢
（
基
本
理
念
）」

や
「
将
来
の
都
市
や
そ
こ
に
住
ま

う
人
々
の
姿
（
将
来
像
）」
を
次

の
よ
う
に
示
し
ま
し
た
。

〈
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
〉

新
た
な
発
見
と

強
い
絆き

ず
な

で
創
造
す
る
ま
ち
づ
く
り

〈
将
来
像
〉

九
頭
竜
の
源
流
と
城
下
町
が
育は

ぐ
く

む

　
　

う
る
お
い
と
活
力
の
宝
庫

　

大
野
市
・
和
泉
村
に
よ
る
新
市

に
は
「
自
然
」「
歴
史
」「
人
」
な

ど
、
次
世
代
に
受
け
継
ぐ
べ
き
宝

が
輝
き
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
宝
を
一
人
ひ
と
り
の
住
民

が
手
を
取
り
合
い
な
が
ら
、
新
た

な
発
見
を
し
、
強
い
絆き

ず
な

を
結
び
、

創
造
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
共
に
進

め
る
こ
と
か
ら
定
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
将
来
像
な
ど
の

実
現
に
向
け
、
六
つ
の
柱
か
ら
成

る
「
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
」
や
施

策
目
標
な
ど
を
設
定
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

大
野
市
・
和

泉
村
任
意
合
併
協
議
会
事
務
局

（
1
66
・
１
６
０
０
）

よ
っ
て
拡
大
す
る
交
流
圏
な
ど

を
視
野
に
入
れ
、
早
期
段
階
か

ら
行
う
戦
略
的
な
ま
ち
づ
く
り

【
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
】

　

窓
口
サ
ー
ビ
ス
や
、
保
健
・

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
相
互
利
用
に

よ
る
利
便
性
向
上

　

専
任
の
組
織
、
職
員
の
配
置

に
よ
る
多
様
で
個
性
あ
る
行
政

施
策
や
住
民
サ
ー
ビ
ス

【
行
財
政
基
盤
の
強
化
】

　

人
件
費
や
管
理
経
費
の
削
減

な
ど
、
効
率
的
な
運
営
に
よ
る

財
政
基
盤
の
強
化
と
行
政
サ
ー

ビ
ス
水
準
の
向
上

　

合
併
特
例
債
な
ど
に
よ
る
活

力
維
持
・
向
上
へ
の
施
策
展
開

や
戦
略
的
な
ま
ち
づ
く
り

　

両
市
村
の
合
併
に
よ
り
、
次
の

効
果
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

【
都
市
総
合
力
の
強
化
】

　

都
市
サ
ー
ビ
ス
機
能
、
歴
史

や
自
然
な
ど
の
地
域
資
源
連
携

に
よ
る
多
彩
な
魅
力
の
実
現

　

相
互
の
連
携
に
よ
る
観
光
や

産
業
の
振
興
、
保
健
・
医
療
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

【
広
域
的
な
ま
ち
づ
く
り
】

　

環
境
問
題
や
水
資
源
問
題
な

ど
へ
の
総
合
的
な
施
策
の
展
開

　

広
域
的
な
視
点
に
立
っ
た
効

率
的
な
施
策
展
開
（
土
地
利
用

や
交
通
網
、
施
設
配
置
な
ど
）

　

中
部
縦
貫
自
動
車
道
開
通
に

合
併
で
生
ま
れ
る
効
果

基
本
理
念
と
将
来
像

住民説明会の開催日程
　合併に関する説明会を行います。どの
会場でも結構です。ぜひ参加ください。

問い合わせ先
　市町村合併対策室
　　　　（166・1 1 1 1 内線 432）

日　程
7月 12日n

7 月 15日j

7 月 16日k

7 月 18日m

7 月 23日k

7 月 24日l

7 月 25日m

7 月 28日i

7 月 29日j

7 月 30日k

時　間
午後１時 30分～
午後７時～
午後７時～
午後７時～
午後７時～
午後７時～
午後７時～
午後７時～
午後７時～
午後７時～

会　場
文 化 会 館
下庄公民館
阪谷公民館
上庄公民館
富田公民館
小山公民館
有 終 会 館
乾側公民館
大野公民館
五箇公民館

九頭竜の源流と城下町が育む　うるおいと活力の宝庫
～新たな発見と強い絆で創造するまちづくり～

～自然と人間の共生により、

    　　　　　　　 未来につなげるまちづくり～

①環境の保全　②水資源の保全・活用　③自然環

境・景観の保全　④循環型社会の構築

　

～地域で学び、自ら創造するまちづくり～

①地域に開かれた学校教育の推進　②生涯学習の

充実・生涯スポーツの推進　③歴史文化の継承と

新しい文化の創出

　

～連携と研鑚で新たな力が湧き出るまちづくり～

①地域特性をいかした農林業の振興　②まちづく

りと一体となった商工業の振興　③多彩な資源を

いかした観光の推進

～命の尊さを実感できるまちづくり～

①保健衛生・地域医療の充実　②地域福祉、高齢

者・障害者福祉の充実　③少子化対策の充実

④消防・防災の強化　

　

～人をひきつける力を生み出すまちづくり～

①中心市街地の整備　②住環境の充実　③上水道・

下水道の整備　④雪対策の充実　

　

～雄大な自然のなかで、

　　　　　　　　　出会いを育むまちづくり～

①道路整備の推進　②公共交通機関の確保

③地域情報基盤の整備　④交流活動の充実

はぐくさん

環境の宝庫

知恵の宝庫

活力の宝庫

安心の宝庫

快適の宝庫

交流の宝庫
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平
成
十
五
年
度
か
ら
六
十
五
歳

以
上
の
人
（
第
一
号
被
保
険
者
）

に
つ
い
て
、
介
護
保
険
料
が
変
わ

り
ま
し
た
。

こ
れ
は
介
護
保
険
制
度
で
は
、

三
年
に
一
度
、
サ
ー
ビ
ス
の
状
況

や
保
険
料
が
適
当
で
あ
る
か
な
ど

を
分
析
し
「
介
護
保
険
事
業
」
全

体
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
た
め
行

っ
た
も
の
で
す
。

今
回
の
介
護
保
険
料
算
定
は
、

平
成
十
五
年
度
か
ら
三
年
間
に
必

要
な
介
護
費
用
の
見
込
み
な
ど
に

基
づ
き
行
い
ま
し
た
。
具
体
的
な

要
因
と
し
て
は
六
十
五
歳
以
上
の

人
口
や
、
要
介
護
と
認
定
さ
れ
て

い
る
人
の
数
、
介
護
サ
―
ビ
ス
の

利
用
量
増
減
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

平
成
十
五
年
度
か
ら
の
介
護
保

険
料
「
基
準
額
（
第
三
段
階
）」

は
、
三
千
二
百
円
（
月
額
）
と
な

り
ま
し
た
。

制
度
で
は
、
本
人
の
所
得
や
家

族
の
市
民
税
課
税
状
況
な
ど
に
応

じ
た
負
担
と
な
る
よ
う
、
基
準
額

を
中
心
と
し
て
五
段
階
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。

※
介
護
保
険
料
納
入
通
知
は
、
七

月
中
旬
に
被
保
険
者
一
人
ひ
と

り
へ
発
送
し
ま
す

前
年
度
か
ら
継
続
し
て
、
保
険

料
を
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
直
接

徴
収
）
し
て
い
る
人
の
場
合
、
そ

の
徴
収
額
の
変
更
は
、
十
月
か
ら

と
な
り
ま
す
。

四
・
六
・
八
月
分
に
つ
い
て
は

今
年
の
二
月
と
同
額
の
保
険
料
と

な
っ
て
い
ま
す
（
仮
徴
収
）。

そ
の
た
め
十
・
十
二
・
二
月
分

に
つ
い
て
は
、
今
年
度
の
額
と
し

て
確
定
し
た
保
険
料
か
ら
、
仮
徴

収
分
（
四
・
六
・
八
月
分
）
を
控

除
し
た
額
が
徴
収
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
（
本
徴
収
）。

こ
の
保
険
料
の
変
更
は
、
前
年

度
と
段
階
が
変
わ
ら
な
い
人
に
つ

い
て
も
生
じ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
高
齢
福

祉
係
（
1
66
・
１
１
１
１
内
線

４
８
２
）

65歳以上の保険料　納め方は2種類

特別徴収
・年金から引かれます

・老齢（退職）年金を、年額18万円以上支給さ

れている人が対象

普通徴収
・納付書で個別に納入

・老齢（退職）年金が年額18万円未満の人や年

金を支給されていない人、支給されていても年

金の種類が遺族年金や障害年金などの人が対象

・年額を四回に分けて納期限までに保険料を納入

※今年度65歳になる人の場合、すぐには年金か

ら引くことができないため普通徴収となります

三
年
に
一
度
の
見
直
し

保
険
料
算
定
の
基
準

基
準
額
は
三
千
二
百
円

特
別
徴
収
の
徴
収
額
は

 

十
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

　 歳 以 上 の 介 護 保 険 料
（平成15年度～平成17年度）

65

段階 対　　象 割　合
月額保険料

改定前 改定後

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

1,500円

2,250円

3,000円

3,750円

4,500円

1,600円

2,400円

3,200円

4,000円

4,800円

（基準額×0.5）

（基準額×0.75）

（基準額）

（基準額×1.25）

（基準額×1.5）

生活保護受給者、または老齢福祉年金の
受給者で世帯全員が市民税非課税

本人および世帯全員が市民税非課税

本人が市民税非課税で、世帯に市民税課
税者がいる

本人が市民税課税で、本人の前年の合計
所得が200万円未満

本人が市民税課税で、本人の前年の合計
所得が200万円以上

平
成
15
年
度
か
ら
変
わ
り
ま
し
た



わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
治
山
治
水
施
設
が

登
録
さ
れ
る
の
は
珍
し
く
県
内
で

は
初
め
て
の
登
録
と
な
り
ま
す
。

県
内
全
体
で
は
二
十
三
件
目
の

登
録
文
化
財
と
な
り
、
市
内
で
は

平
成
大
野
屋
（
洋
館
・
二
階
蔵
）

（７）2003.7  広報おおの

月
か
ら
利
用
料
の
一
部
を
軽
減
し

ま
す
。

対
象
者

平
成
十
五
年
度
の
介
護
保
険
料

段
階
区
分
が
、
第
一
段
階
・
第
二

段
階
に
属
す
る
人

対
象
サ
ー
ビ
ス

訪
問
入
浴
介
護
、
訪
問
看
護
訪

問
リ
ハ
ビ
リ
、
通
所
介
護
、
通
所

リ
ハ
ビ
リ

※
軽
減
を
受
け
る
に
は
、
事
前
に

申
請
が
必
要

こ
れ
ま
で
利
用
料
を
免
除
さ
れ

て
い
た
、
低
所
得
者
の
訪
問
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
七
月
か
ら

利
用
料
の
三
割
を
負
担
し
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

対
象
者

・
平
成
十
一
年
度
に
訪
問
介
護
を

利
用
し
て
い
て
、
生
計
中
心
者

の
所
得
税
が
非
課
税
の
人

・
平
成
十
二
年
度
以
降
、
新
規
に

訪
問
介
護
を
利
用
し
た
、
市
民

税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
高
齢
福

祉
係
（
1
66
・
１
１
１
１
内
線

４
８
２
）

平
成
十
五
年
度
の
介
護
保
険
料

が
第
二
段
階
の
場
合
、
本
人
の
申

請
に
よ
り
保
険
料
を
第
一
段
階
に

軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
次
の
要
件
が
必
要
で
す
。

・
本
人
と
そ
の
世
帯
に
属
す
る
人

の
年
間
収
入
が
次
の
額
以
下

【
一
人
世
帯
】
百
十
万
円
以
下

【
二
人
世
帯
】
百
五
十
万
円
以
下

（
世
帯
の
人
数
が
一
人
増
え
る

ご
と
に
四
十
万
円
を
加
算
）

※
こ
の
ほ
か
に
財
産
や
扶
養
な
ど

の
有
無
に
つ
い
て
要
件
あ
り

申
請
に
必
要
な
も
の

納
入
通
知
書
、
印
鑑
、
預
金
通

帳
、
健
康
保
険
証
、
世
帯
全
員
の

収
入
が
確
認
で
き
る
も
の(

年
金

振
込
通
知
書
や
確
定
申
告
書
の
控

え
な
ど
）

そ
の
他

申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。
平
成

十
四
年
度
に
軽
減
さ
れ
た
人
も
、

平
成
十
五
年
度
に
つ
い
て
再
度
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

低
所
得
者
で
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
る
人
に
つ
い
て
、
七

や
南
部
酒
造
場
に
続
き
三
カ
所
目

と
な
り
ま
す
。

鬼
谷
川
堰
堤
は
、
一
九
〇
〇
年

（
明
治
三
十
三
年
）
に
真
名
川
支

流
の
鬼
谷
川
に
造
ら
れ
ま
し
た
。

現
存
す
る
砂
防
ダ
ム
と
し
て
は
県

内
最
古
の
も
の
で
、
現
在
で
も
土

砂
流
出
を
防
ぐ
効
果
を
発
揮
し
て

い
ま
す
。

三
段
の
階
段
状
で
、
河
床
か
ら

の
高
さ
は
七
c

か
ら
十
c

程
度
、

幅
は
最
大
で
約
十
c

、
オ
ラ
ン
ダ

人
技
師
エ
ッ
セ
ル
の
「
空
石
（
か

ら
い
し
）
積
み
」
と
い
う
工
法
で

建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
工
法
は
、
自
然
の
丸
石
を

コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
を
使
わ
ず

に
、
そ
の
ま
ま
積
み
上
げ
て
強
度

を
得
る
方
法
で
、
大
き
な
も
の
で

は
一
c

を
超
え
る
石
が
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

一
八
九
七
年
（
明
治
三
十
年
）

に
砂
防
法
が
施
工
さ
れ
た
当
時
の

堰
堤
の
構
造
を
良
く
示
し
て
い
る

点
や
、
造
形
の
規
範
と
な
っ
て
い

る
点
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

※
登
録
文
化
財
制
度

文
化
庁
が
古
き
良
き
建
造
物

を
残
し
て
い
こ
う
と
、
建
築
後

五
十
年
を
経
過
し
た
建
造
物
な

ど
を
対
象
に
設
け
た
制
度

佐
開
の
「
鬼
谷
川
堰
堤
」
が
五

月
十
六
日
、
文
部
科
学
省
の
諮
問

機
関
で
あ
る
文
化
財
保
護
審
議
会

に
よ
り
、
登
録
文
化
財
（
建
築
物
）

と
し
て
登
録
す
る
よ
う
答
申
が
行

鬼
お ん

谷
た に

川
が わ

堰
え ん

堤
て い

登録文化財に
県
内
最
古
の
砂
防
ダ
ム

●
保
険
料
の
軽
減

●
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料

訪
問
介
護
の
利
用
料
減
免

　
　  

七
月
か
ら
三
割
負
担
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皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（165・7333）
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皮
膚
が
ん
が
急
増
し
た
こ
と
や
、

紫
外
線
の
浴
び
す
ぎ
が
、
免
疫
機

能
の
低
下
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ

る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
Ｗ
Ｈ
Ｏ
で
は
、
日
差
し

の
強
い
日
中
に
紫
外
線
対
策
を
取

る
こ
と
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

日
本
で
も
十
数
年
前
ま
で
は
、

育
児
指
導
の
中
で
赤
ち
ゃ
ん
や
幼

児
へ
の
日
光
浴
を
勧
め
て
い
ま
し

た
が
、
最
近
で
は
母
子
手
帳
か
ら

「
日
光
浴
を
さ
せ
ま
し
ょ
う
」
の

言
葉
が
省
か
れ
、
日
陰
や
日
差
し

の
や
わ
ら
か
い
時
間
帯
で
の
外
気

浴
が
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

紫
外
線
の
量
は
五
月
か
ら
八
月

に
か
け
て
最
も
多
く
な
り
、
時
間

で
は
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
二
時

に
か
け
て
が
、
最
も
多
い
時
間
帯

と
な
り
ま
す
。

晴
れ
と
曇
り
と
で
紫
外
線
の
量

を
比
べ
る
と
、
日
焼
け
の
原
因
と

な
る
Ｂ
波
の
場
合
は
約
三
分
の
一

ま
で
減
少
し
ま
す
が
、
し
わ
な
ど

の
原
因
と
な
る
Ａ
波
の
場
合
は
、

量
が
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

曇
り
の
日
で
も
、
対
策
を
怠
ら

オ
ゾ
ン
層
を
通
過
し
地
表
に
降

り
注
ぐ
紫
外
線
の
ほ
と
ん
ど
が
、

Ａ
波
（
Ｕ
Ｖ
Ａ
）
か
Ｂ
波
（
Ｕ
Ｖ

Ｂ
）
で
、
そ
の
う
ち
約
九
割
が
、

し
わ
や
た
る
み
の
原
因
と
な
る
Ａ

波
、
残
り
が
日
焼
け
の
原
因
と
な

る
Ｂ
波
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は

二
〇
〇
二
年
七
月
、
日
光
浴
を
控

え
た
ほ
う
が
良
い
と
い
う
報
告
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

こ
の
中
で
は
、
一
九
七
〇
年
以

降
、
日
光
浴
ブ
ー
ム
と
オ
ゾ
ン
層

破
壊
の
影
響
に
よ
り
、
世
界
中
で

な
い
注
意
が
必
要
で
す
。

紫
外
線
を
防
ぐ
に
は
、

①
つ
ば
の
広
い
帽
子
を
か
ぶ
る

②
肌
を
直
接
日
光
に
触
れ
さ
せ
な

い
よ
う
、
色
の
濃
い
長
そ
で
シ

ャ
ツ
な
ど
で
カ
バ
ー
す
る

③
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
る

④
日
傘
を
使
う

⑤
日
差
し
の
強
い
時
間
帯
は
、
外

出
を
控
え
る

⑥
日
焼
け
止
め
ク
リ
ー
ム
を
使
う

な
ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
、
す
べ
て
の
年
代
に
当
て

は
ま
る
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

日
焼
け
止
め
の
ク
リ
ー
ム
に
は

「
Ｓ
Ｐ
Ｆ
」
と
「
Ｐ
Ａ
」
と
い
う

肌
を
守
る
効
果
を
示
し
た
基
準
が

表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
Ｓ
Ｐ
Ｆ
」
は
Ｂ
波
に
対
す
る

効
果
を
「
Ｐ
Ａ
」
は
Ａ
波
に
対
す

る
効
果
を
表
し
、
そ
れ
ぞ
れ
数
字

や
「
＋
」
表
示
が
多
い
ほ
ど
、
効

き
め
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

し
か
し
効
き
め
が
大
き
い
分
、

肌
へ
の
刺
激
も
強
く
な
り
ま
す
。

外
出
す
る
時
間
帯
や
過
ご
す
場

所
、
自
分
の
体
質
な
ど
に
合
わ
せ

て
選
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

い
ろ
い
ろ
な
予
防
方
法

紫外線予防のススメ

～ちょっと気になる健康料理～
ナスと枝豆のごまあえ

（エネルギー：86㌔㌍　塩分：0.5㌘）
ごまには、ビタミンＢ１・Ｂ２・鉄・リン・カルシ

ウム・マグネシウムなどの栄養が、１粒の中にギュッ
と詰まっています。これらの栄養はすることにより、
さらに体内へ吸収されやすくなります。
①枝豆は先にゆでて、皮から豆を出しておく
②ナスはへたを除き、後で縦長に割けるよう切り口に
６等分に切り目を入れる。耐熱性の器に入れてラッ
プをかけ、電子レンジで２～３分加熱。ほどほどの
熱さに冷ましてから、縦６つに手で割く
③調味料を混ぜたものをなべで少し加熱し、すってお
いたごまを加える。ナス、枝豆をあえて出来上がり

メニュー考案：食生活改善推進員（若葉会）

真
夏
の
太
陽
が
ま
ぶ
し
い
こ
の
時
期
、
海
や
山
な
ど
何
か

と
屋
外
で
過
ご
す
機
会
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
今
回
は
、
し
わ
や
日
焼
け
、
し
み
な
ど
美
容
上
の
問

題
を
は
じ
め
、
皮
膚
が
ん
や
白
内
障
な
ど
病
気
の
原
因
と
も

な
り
う
る
紫
外
線
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

日
光
浴
は
ほ
ど
ほ
ど
に

五
月
〜
八
月
が
ピ
ー
ク

ク
リ
ー
ム
の
表
示
な
ど

材料（４人分）
ナス・・・・・・・160㌘（中２本程度）
枝豆・・・・・・・200㌘（皮付きで）
ごま・・・・・・・大さじ２（すっておく）
調味料
みそ・・・・・・・大さじ１と１／３
砂糖・・・・・・・小さじ２
酒・・・・・・・・小さじ２
しょうゆ・・・・・小さじ１弱
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消費生活に関するご相談は消費者相談センターへ166・1111 内線464（ ）

（９）

市　役　所
生活環境課
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ペペッットトボボトトルルのの注注意意点点ななどど

い
っ
た
ん
キ
ャ
ッ
プ
を
開
け
た

商
品
に
つ
い
て
、
品
質
を
保
証
す

る
期
間
（
保
存
期
間
）
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

例
え
ば
、
大
型
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
に
入
れ
ら
れ
た
お
茶
な
ど
の
場

合
、
キ
ャ
ッ
プ
を
開
け
て
か
ら
の

保
存
期
間
は
、
冷
蔵
庫
を
利
用
し

た
場
合
で
、
二
日
〜
三
日
程
度
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ッ
プ
開
封
後
の
も
の
に
つ

い
て
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
空
に

す
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
を
、
容
器

ご
と
温
め
た
り
凍
ら
せ
た
り
す
る

こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
中
味
が

膨
張
し
、
容
器
が
破
損
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
温
め
よ
う
と
、
直
火
や
湯

せ
ん
、
電
子
レ
ン
ジ
に
か
け
る
こ

と
も
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

温
か
い
飲
み
物
に
使
わ
れ
て
い

る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
場
合
、
中
味

が
高
温
で
も
、
容
器
そ
の
も
の
は

あ
ま
り
熱
く
感
じ
ら
れ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
キ
ャ
ッ
プ
を
開
け

る
と
き
な
ど
に
、
や
け
ど
を
し
な

い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

果
実
の
入
っ
た
飲
み
物
な
ど
の

場
合
、
い
っ
た
ん
開
け
て
か
ら
時

間
が
た
つ
と
、
中
味
が
発
酵
し
て

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
膨
れ
、
キ
ャ
ッ

プ
が
飛
ん
だ
り
、
容
器
が
破
損
し

緑
茶
や
ウ
ー
ロ
ン
茶
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
や
炭
酸
飲

料
に
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
な
ど
、
最
近
は
冷
た
い
も
の
か
ら

温
か
い
も
の
ま
で
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
っ
た
清
涼
飲
料

水
が
数
多
く
出
回
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
に
関
す
る
注
意
点
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

た
り
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
材
質
に
は
、

い
ろ
ん
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

温
か
い
飲
み
物
や
炭
酸
飲
料
、

果
実
の
入
っ
た
飲
料
な
ど
、
中
味

に
合
わ
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
専
用
に

作
ら
れ
て
い
ま
す
。

空
に
な
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

水
筒
代
わ
り
な
ど
、
ほ
か
の
用
途

で
使
用
す
る
こ
と
は
、
衛
生
上
・

安
全
上
の
問
題
な
ど
に
つ
な
が
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

特
に
熱
湯
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に

入
れ
る
こ
と
は
、
絶
対
に
避
け
て

く
だ
さ
い
。
容
器
が
変
形
し
、
大

変
危
険
で
す
。

ま
た
、
飲
料
以
外
の
も
の
を
入

れ
る
こ
と
も
や
め
ま
し
ょ
う
。
子

ど
も
な
ど
が
、
間
違
っ
て
飲
ん
で

し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
薬
品

や
汚
水
な
ど
は
、
絶
対
に
入
れ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

飲
み
終
わ
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

は
、
キ
ャ
ッ
プ
を
は
ず
し
、
中
を

す
す
い
で
リ
サ
イ
ク
ル
へ
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
開

封
後
は
、
空
気
中
の
ホ
コ
リ
や
雑

菌
な
ど
が
飲
料
に
入
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
容
器
に
直
接
口

を
付
け
て
飲
む
こ
と
に
よ
り
、
だ

液
や
口
の
中
に
あ
る
雑
菌
な
ど
が

入
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
開
封
後
、
時
間
が
経
過
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
風
味
の
低
下

や
腐
っ
て
カ
ビ
が
発
生
す
る
こ
と

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
飲
料
は
、
冷
蔵
庫
に

入
れ
て
お
い
て
も
少
し
ず
つ
品
質

が
悪
く
な
る
ほ
か
、
常
温
で
は
よ

り
早
く
品
質
が
悪
く
な
り
ま
す
。

商
品
を
選
ぶ
と
き
は
、
で
き
る

だ
け
飲
み
切
れ
る
サ
イ
ズ
の
も
の

を
選
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

賞
味
期
限
は
、
ま
だ
キ
ャ
ッ
プ

を
開
け
て
い
な
い
商
品
を
、
表
示

さ
れ
て
い
る
保
存
方
法
に
従
っ
て

保
存
し
た
場
合
に
、
お
い
し
く
飲

む
こ
と
が
で
き
る
期
限
を
示
し
た

も
の
で
す
。

キ
ャ
ッ
プ
開
封
前
が

賞
味
期
限
の
有
効
期
間

飲
み
き
れ
る
サ
イ
ズ
を

安
全
に
利
用
す
る
に
は



地
価
が
下
が
っ
て
い
る
の
に
、

固
定
資
産
税
が
高
く
な
っ
て
い
る

の
は
ど
う
し
て
で
す
か
。

固
定
資
産
税
と
は
、
土
地
や
家

屋
、
償
却
資
産
の
「
固
定
資
産
」

に
つ
い
て
か
か
る
市
税
で
す
。

こ
の
税
金
は
、
毎
年
一
月
一
日

現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
、
そ

の
税
額
は
、
課
税
標
準
額
（
税
額

を
算
出
す
る
基
準
）
に
、
一
定
の

税
率
を
か
け
て
算
定
さ
れ
ま
す
。

※
税
額
＝
課
税
標
準
額
×
税
率

土
地
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の

課
税
標
準
額
は
、
原
則
と
し
て
、

そ
の
土
地
の
価
格
（
評
価
額
）
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
六
年
度
、
全
国
で
評
価
額

に
つ
い
て
大
幅
な
見
直
し
が
行
わ

れ
、
そ
の
額
は
、
従
来
の
二
倍
〜

四
倍
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
一
方
で
は
、
納
税
者
の

負
担
が
急
に
増
え
な
い
よ
う
、
課

税
標
準
額
に
つ
い
て
は
、
な
だ
ら

か
に
引
き
上
げ
る
と
い
う
方
法
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
土
地
の
価
格
で
あ

る
評
価
額
と
、
税
金
の
算
出
基
準

で
あ
る
課
税
標
準
額
と
の
間
に
、

大
き
な
開
き
が
生
ま
れ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。

現
在
、
土
地
に
よ
っ
て
ば
ら
つ

き
の
あ
る
、
評
価
額
と
課
税
標
準

額
の
開
き
を
縮
め
よ
う
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
評
価
額
に
対
す
る
課
税
標

準
額
に
つ
い
て
、
割
合
に
応
じ
た

調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

評
価
額
と
課
税
標
準
額
の
開
き

が
小
さ
い
土
地
は
、
税
負
担
を
据

え
置
き
、
ま
た
は
引
き
下
げ
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
評
価
額
と
課

税
標
準
額
の
開
き
が
大
き
い
土
地

に
つ
い
て
は
、
な
だ
ら
か
に
税
負

担
を
引
き
上
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
土
地
に
よ
っ
て

ば
ら
つ
き
の
生
じ
て
い
る
、
評
価

額
と
課
税
標
準
額
の
開
き
に
応
じ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
調
整
を
行
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
地
価
が
下
が
っ
て

い
て
も
、
固
定
資
産
税
が
高
く
な

る
と
い
う
現
象
が
一
部
で
生
じ
て

い
る
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
固
定
資

産
税
係
（
1
66
・
１
１
１
１

内
線
４
２
６
）
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「
青
少
年
愛
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
会
・
ひ
ま
わ
り
」
は
、
問
題
を

抱
え
、
悩
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち

の
力
に
な
ろ
う
と
平
成
十
四
年
九

月
に
発
足
し
ま
し
た
。

夜
間
の
巡
回
を
は
じ
め
、
相
談

会
や
家
庭
訪
問
な
ど
の
活
動
を
続

け
、
今
年
三
月
、
こ
う
し
た
団
体

で
は
県
内
初
と
な
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

の
認
証
を
受
け
ま
し
た
。

現
在
の
会
員
は
十
一
人
で
、
月

に
一
度
は
定
例
会
で
集
ま
り
、
活

動
の
成
果
や
反
省
点
、
今
後
の
計

画
な
ど
を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

「
声
を
掛
け
る
と
き
は
、
押
し

付
け
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
遣

い
ま
す
。
み
ん
な
の
輪
に
入
っ
て

本
音
で
語
り
合
う
と
、
純
朴
で
素

直
な
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
よ

く
分
か
り
ま
す
よ
」

巡
回
中
に
知
り
合
っ
た
子
ど
も

た
ち
と
、
後
日
一
緒
に
食
事
を
取

る
機
会
を
設
け
、
よ
り
時
間
を
か

（１０）

ＮＰＯ（特定非営利活動）法人
青少年愛護ボランティアの会・ひまわり

������������������������������������������������

け
て
語
り
合
う
場
合
も
。

「
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
、

食
事
会
の
日
時
や
場
所
を
任
せ
ま

す
。
そ
の
せ
い
か
、
多
い
と
き
に

は
十
八
人
も
集
ま
り
ま
し
た
ね
。

会
話
な
ど
を
通
し
、
少
し
ず
つ
お

互
い
の
信
頼
関
係
を
築
い

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す

よ
」
と
皆
さ
ん
。
今
年
は

さ
ら
に
交
流
を
深
め
よ
う

と
「
そ
ば
打
ち
会
」
な
ど

も
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
は
、
ま
ず
親
子

の
会
話
か
ら
。
家
庭
内
で

十
分
に
話
を
す
る
時
間
を

つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す

ね
。
す
べ
て
の
子
ど
も
は

私
た
ち
の
未
来
を
託
す
大

切
な
宝
で
す
。
よ
り
多
く

の
人
が
関
心
を
持
っ
て
、

地
域
で
支
え
ら
れ
る
よ
う

な
環
境
に
な
る
と
い
い
で

す
ね
」
と
、
理
事
長
の
池
尾
吉
男

さ
ん
。
今
後
、
会
の
さ
ら
な
る
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

※
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
・
・
「
特
定
非

営
利
活
動
法
人
」
と
い
わ
れ
る

営
利
を
目
的
と
し
な
い
で
自
主

的
・
自
発
的
活
動
を
行
う
法
人

健
全
育
成
に
地
道
な
活
動

今月のスナップ

初登場！自転車先導員
（越前大野名水マラソン）

税金Ｑ＆Ａ
その①

■「広報おおの」では、皆さんの
活動や意見など、さまざまな内容
を募集しています。あなたも紙面
に参加しませんか。
〒９１２－８６６６大野市天神町
１－１市役所情報広報課広報広聴
係（166・１１１１　内線４４１）
yamabiko@city.ono.fukui.jp

開
き
で
異
な
る
調
整

固
定
資
産
税
と
は
？

定例会の様子定例会の様子定例会の様子定例会の様子定例会の様子定例会の様子定例会の様子定例会の様子定例会の様子定例会の様子定例会の様子定例会の様子定例会の様子定例会の様子定例会の様子定例会の様子定例会の様子

土
地
価
格
と
算
出
基
準



有
終
東
小
学
校
で
は

全
校
を
挙
げ
て
「
あ
い

さ
つ
運
動
」
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
あ
い
さ
つ

を
通
し
て
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い

を
深
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
こ

れ
ま
で
に
各
学
級
で
「
あ
い
さ
つ

カ
ー
ド
」
の
作
成
や
「
あ
い
さ
つ

マ
ン
」
の
呼
び
掛
け
な
ど
、
工
夫

を
凝
ら
し
た
活
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
さ
ら
に
深

め
よ
う
と
今
年
四
月
、
子
ど
も
た

ち
が
新
た
に
「
か
が
や
け
！
あ
い

さ
つ
隊
」
を
結
成
し
ま
し
た
。

現
在
メ
ン
バ
ー
は
五
・
六
年
生

の
十
三
人
。
ま
ず
は
登
校
時
に
校

門
に
立
ち
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
、
み
ん
な
に
呼
び
掛
け
る

こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。

「
最
初
は
、
黙
っ
て
通
り
過
ぎ

る
子
や
、
下
を
向
い
て
小
さ
な
声

で
返
事
を
す
る
子
が
多
か
っ
た
け

2003.7  広報おおの （１1）
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ど
、
毎
日
続
け
て
い
る
う
ち
に
大

き
な
声
で
あ
い
さ
つ
が
返
っ
て
く

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」「
低
学

年
の
子
が
特
に
元
気
で
、
中
に
は

私
た
ち
と
並
ん
で
、
一
緒
に
呼
び

掛
け
る
子
も
出
て
き
ま
し
た
」
と

活
動
の
成
果
を
喜
ぶ
メ
ン
バ
ー
。

「
い
ろ
い
ろ
な
国
の
言
葉
を
使

っ
て
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
面
白
そ
う
だ
」「
壁
新
聞

を
作
っ
て
、
た
く
さ
ん
あ
い
さ
つ

を
し
て
い
る
子
を
み
ん
な
に
紹
介

し
た
い
」「
あ
い
さ
つ
を
テ
ー
マ

に
し
た
劇
を
発
表
し
た
い
」
な
ど

と
夢
は
膨
ら
む
ば
か
り
。

「
元
気
な
あ
い
さ
つ
で
、
笑
顔

が
い
っ
ぱ
い
の
学
校
に
な
る
と
う

れ
し
い
で
す
」
と
、
み
ん
な
目
を

輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆

かがやけ！あいさつ隊

有終東小学校

地元の郷土歴史家が、童あそび
やわらべ歌などについてまとめた
本を紹介します。
文章から挿絵まで、すべて著者

の手で書かれた本で、幼いころの
思い出話を織り交ぜながら「かげ
ふみ」や「まりつき歌」などの遊
びや歌などが紹介されています。
よく知っていた遊びでも実は歌

詞が違っていたり、全国版と大野
版とでは微妙に異なったりなど、
伝承文化の持つ暖かさを感じなが
ら子どものころの気持ちに戻って
楽しめる一冊です。

『奥越前大野の伝承風習

童あそびわらべ唄
うた

』

シ
ー
ル
状
の
転
写
紙
な
ど
が
数
多

く
売
ら
れ
て
い
る
の
で
、
絵
が
苦

手
な
人
で
も
気
軽
に
本
格
的
な
作

品
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。

慣
れ
て
く
る
と
専
用
の
絵
の
具
を

使
っ
て
、
好
き
に
絵
を
か
い
た
り

ス
ポ
ン
ジ
で
微
妙
な
色
む
ら
を
出

し
た
り
と
ア
イ
デ
ア
次
第
で
い
ろ

い
ろ
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す

ね
」
と
そ
の
魅
力
を
語
り
ま
す
。

八
月
に
は
、
子
ど
も
を
対
象
に

「
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
一
日
体
験
会
」

を
開
催
す
る
予
定
で
、
た
く
さ
ん

の
人
に
楽
し
さ
を
伝
え
よ
う
と
、

今
か
ら
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

「
ど
の
作
品
も
、
毎
回
デ
ザ
イ

ン
な
ど
で
頭
を
悩
ま
せ
ま
す
。
で

も
そ
の
分
、
思
い
ど
お
り
の
も
の

が
出
来
上
が
っ
た
と
き
は
最
高
で

す
ね
」
と
ほ
ほ
笑
み
ま
し
た
。

電子メールで市民提案　E-mail yamabiko@city.ono. fukui. jp

四
月
か
ら
五
月
に
か
け
、
大
野

郵
便
局
で
押
し
花
や
ポ
ー
セ
ラ
ー

ツ
（
白
磁
器
に
デ
ザ
イ
ン
を
施
し

た
も
の
）
な
ど
、
手
作
り
作
品
の

展
示
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
作
品
を
手
掛
け
た
の

は
吉
田
英
子
さ
ん
。

押
し
花
は
五
年
ほ
ど
前
か
ら
、

ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
は
三
年
ほ
ど
前
か

ら
作
り
は
じ
め
た
そ
う
で
、
こ
の

手
作
り
作
品
の
魅
力
・
喜
び

吉
田
英
子
さ
ん
（
43
歳
・
明
倫
町
）

日
の
た
め
に
約
二
十
点
の
作
品
を

一
年
が
か
り
で
準
備
し
ま
し
た
。

「
押
し
花
で
は
、
専
用
の
マ
ッ

ト
を
使
い
短
期
間
で
花
を
乾
燥
さ

せ
る
方
法
を
使
い
ま
す
。
だ
か
ら

花
本
来
の
美
し
さ
が
そ
の
ま
ま
残

る
ん
で
す
ね
。
と
く
に
果
物
の
場

合
だ
と
、
色
ば
か
り
か
甘
い
に
お

い
ま
で
残
る
ん
で
す
よ
」

最
近
は
、
押
し
花
を
そ
の
ま
ま

飾
る
だ
け
で
な
く
、
写
真
と
組
み

合
わ
せ
た
作
品
や
、
小
物
な
ど
数

点
と
組
み
合
わ
せ
た
よ
う
な
作
品

も
作
っ
て
い
ま
す
。

い
っ
ぽ
う
の
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
に

つ
い
て
も
「
お
皿
や
カ
ッ
プ
な
ど

の
白
磁
器
に
、
絵
や
模
様
な
ど
を

描
き
、
電
気
炉
で
焼
き
上
げ
て
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
食
器
を
作
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
模
様
の
か
い
て
あ
る

坂田玉子綴
つづ

り　大野史の会刊

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1



農体験などあったか交流

地域の資源や人と人との交流を生かした体験交流
活動などを展開する「越前おおのもてなし隊」が５
月24日、スターランドさかだにでイベント「楽園
でごえす」を開催しました。親子連れなど約40人
が、スイカやサツマイモの苗植えをはじめ、中華ち
まきや水ぎょうざの手作りなどを体験。今後、８月
にスイカ10月にはサツマイモの収穫体験を行うそ
うです。

2003.7  広報おおの

情報広報課広報広聴係166・1111

（１2）

話話話話題題題題のののの広広広広場場場場

全国の大野姓の人を支店主として委嘱し、情報の
受発信や交流を行う平成大野屋事業。その事業を支
える市民ボランティア「番頭」に、新しく５人が委
嘱されました。今後イベントの企画や運営のほか、
情報紙「かわら版」の作成などを行います。

大野屋「番頭」に新戦力

環境保全へ取り組みさまざま
６月の環境月間にちなんで、ごみの減量化や河川

環境美化を呼び掛けるチラシの配布や、環境監視員
の委嘱式などが行われました。

“守る会”環境省表彰を受賞

「中野清水を守る会」が、環境省環境管理局水環境
部長表彰を受けました。これは水環境の保全に力を注
いだ個人・団体に贈られるもので、本年度は全国で７
個人、38団体が表彰を受けました。

不法投棄の情報提供など８地区から16人委嘱
環境監視員の委嘱式（５月20日）

市内量販店５カ所で、チラシ約１０００枚を配布
買い物袋持参や河川美化を呼び掛け（６月２日）

受賞報告を行う、会長と副会長受賞報告を行う、会長と副会長受賞報告を行う、会長と副会長受賞報告を行う、会長と副会長受賞報告を行う、会長と副会長受賞報告を行う、会長と副会長受賞報告を行う、会長と副会長受賞報告を行う、会長と副会長受賞報告を行う、会長と副会長受賞報告を行う、会長と副会長受賞報告を行う、会長と副会長受賞報告を行う、会長と副会長受賞報告を行う、会長と副会長受賞報告を行う、会長と副会長受賞報告を行う、会長と副会長受賞報告を行う、会長と副会長受賞報告を行う、会長と副会長



遠足などで当市を訪れる児童や生徒へ、特産品など
ちょっとしたものを贈り大野をＰＲする「まちなか遠
足誘致推進事業」。遠足シーズンの５月～６月、特産
品の引換所「平成大野屋」は、けんけらや手作りの品
などをお土産にしようと、引換券を持って訪れる大勢
の子どもたちでにぎわっていました。

子どもたちに特産品プレゼント

2003.7  広報おおの （１3）

身近な話題をお知らせください。

話話話話題題題題のののの広広広広場場場場

スターランドでイチゴ狩り

５月30日、スターランドさかだにの「イチゴ狩り
農園」オープンを記念して、地元の幼稚園児や小学生
ら約20人が招待されました。子どもたちは無農薬で
大切に育てられ、真っ赤に実ったイチゴを、歓声を上
げながらかごいっぱいにもぎ取っていました。

手軽で身近な体操学ぶ

生涯スポーツの推進などを目指し行われている
「みんなでスポーツ」。その特別企画として「ＮＨＫ
ラジオ・テレビ体操講習会」が５月24日に開かれ
ました。スポーツ少年団や保健推進員などの団体を
はじめ、子どもからお年寄りまで、約130人がエキ
サイト広場に集合。気軽に取り組める体操などを学
びました。

年越しイベントへ委員会立ち上げ

市民中心の年越しイベントを開催しようと６月
４日「カウントダウンプロジェクトチーム」の設
立集会が平成大野屋の平蔵で行われました。現在、
イベントの企画や運営を行う40歳ぐらいまでの
メンバーを募集しているそうです。詳しくはホー
ムページで。
http://www.mitene.or.jp/̃ohakune/2004CD.htm



平成15年度県政広聴員（敬称略）

小学校区

有　終　西

有　終　南

有　終　南

有　終　東

小　　　山

乾　　　側

下　　　庄

下　　　庄

富　　　田

蕨　　　生

森　　　目

阪谷・六呂師

上　　　庄

県
で
は
小
学
校
区
ご
と
に
、
県

政
広
聴
員
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

2003.7  広報おおの

県
政
に
対
す
る
身
近
な
意
見
・

提
案
な
ど
何
で
も
結
構
で
す
。

最
寄
り
の
広
聴
員
（
左
表
）
ま

で
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

問
い
合
わ
せ
先

県
広
報
広
聴
課

県
民
対
話
室
（
1
０
７
７
６
・

20
・
０
２
２
１
）

7月

越
前
お
お
の
お
ど
り
の
練
習
を

行
う
グ
ル
ー
プ
な
ど
に
、
指
導
員

の
派
遣
や
お
ど
り
の
カ
セ
ッ
ト
テ

ー
プ
配
布
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

ま
た
、
お
ど
り
会
場
で
う
ち
わ

の
配
布
や
お
ど
り
の
誘
導
を
行
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
ま
す
。

指
導
員
派
遣
期
間

７
月
１
日
j

〜
８
月
10
日
h

派
遣
先

職
場
や
町
内
会
な
ど

実
施
日
時

８
月
15
日
m
・
16
日

n
い
ず
れ
も
午
後
７
時
30
分
〜

９
時
30
分
（
１
日
で
も
可
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

お

お
の
城
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事

務
局
（
大
野
商
工
会
議
所
内

1
66
・
１
２
３
０
）

来
春
卒
業
予
定
の
大
学
生
や
専

修
学
校
生
対
象
の
就
職
面
接
会
、

高
校
生
や
そ
の
保
護
者
を
対
象
と

し
た
企
業
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

求
職
中
の
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時

７
月
13
日
h
午
前
９
時
30

分
〜
正
午

場
所

Ｊ
Ａ
テ
ラ
ル
越
前
本
所

問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

大
野
（
1
66
・
２
４
０
８
）

（１4）

申し込み・問い合わせ先 生活環境課市民生活係（166・１１１１内線４６３）
※「ふれあい市民号」はＪＲ越前大野駅（166・３３５０）でも受け付け

お
ど
り
指
導
員
派
遣
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

城
ま
つ
り
実
行
委
員
会

意
見
・
提
案
な
ど

県
政
広
聴
員
へ

県
民
対
話
室

サ
マ
ー
企
業
説
明
会

お
く
え
つ
雇
用
開
発
協
議
会

氏　　名

高　田　ひとみ

稲　山　立　子

小和田　克　己

吉　川　多希子

清　水　　　弘

山　本　嘉　裕

三　嶋　美智子

石　塚　国　治

細　川　七七子

森　下　弘　宣

松　田　典　子

山　村　良　治

広　瀬　盛　仁

住　　　所

泉町７－19

篠座町１－13

下据43－１

清和町208

右近次郎30－６

牛ヶ原11－６

中挟１－15

陽明町３丁目401

七板20－１

蕨生149－１

森目40－17

柿ヶ嶋37－28

佐開11－12

電　　話

66・２８９０

65・１４７８

65・７７４１

65・２８９０

66・０７９７

65・１８２８

65・２９２７

65・３６０６

65・１１４３

66・５５６１

65・３４３７

67・１８００

64・１８４５

夏休み、越美北線とバスに乗って出かけよう！

越越越越美美美美北北北北線線線線「「「「ふふふふれれれれああああいいいい市市市市民民民民号号号号」」」」
～親子で出かける日帰り大阪ＵＳＪ～

日時 ７月26日n

午前５時40分にＪＲ越前大野駅集合
行き先 ユニバーサルスタジオジャパン（ＵＳＪ）
対象 市内在住の小学生以上の親子
定員 80人（先着）
参加料 小学生５，５００円

中学生以上１２，０００円
申込開始日 ７月７日i

その他 参加は親子を原則とします
※ＵＳＪ１日入場券付

和和和和泉泉泉泉村村村村のののの自自自自然然然然をををを満満満満喫喫喫喫
～魚つかみ捕りや化石発掘～

日時 ８月３日h（雨天決行）
午前９時30分にＪＲ越前大野駅集合

行き先 九頭竜国民休養地（和泉村）
内容 イワナのつかみ捕り、木工細工、化石発掘、

スイートコーンもぎ取りなど
定員 55人（先着）
参加料 幼児５００円・小学生１０００円・
中学生以上１５００円（交通費として）
申込開始日 ７月14日i

その他 小学生以下は、保護者同伴にて



３
〜
４
円
の
引
き
取
り
料
を

払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他

資
源
回
収
を
行
う
団
体

は
、
毎
年
登
録
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課
環

境
保
全
係
（
1
66
・
１
１
１
１

内
線
４
６
３
）

募
集
団
地

西
里
団
地

規
格

３
Ｋ
風
呂
無
・
ト
イ
レ
有

募
集
戸
数

１
戸

資
格

一
定
の
収
入
基
準
以
内
で

住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

家
賃

月
額
６
７
０
０
円
〜
１
万

１
２
０
０
円

2003.7  広報おおの

村
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト

申
込
方
法

は
が
き
に
参
加
者

の
氏
名
・
学
年
・
住
所
・
電

話
番
号
を
記
入
し
郵
送
に
て

申
込
締
切
日

７
月
10
日
l

●
当
日
参
加
イ
ベ
ン
ト

熱
気
球
フ
ラ
イ
ト

時
間

26
日
n
午
前
10
時
〜

27
日
h
午
前
９
時
〜

参
加
料

無
料

※
会
場
に
て
整
理
券
を
配
布

魚
つ
か
み
捕
り
と
料
理
教
室

時
間

26
日
n
午
前
10
時
〜

27
日
h
午
前
９
時
〜

回
数

両
日
と
も
各
５
回

定
員

１
回
50
人
（
子
ど
も
）

参
加
料

５
０
０
円

※
会
場
に
て
受
け
付
け

そ
の
他

10
人
以
上
で
の
参
加

は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

森
の
音
楽
会
（
26
日
の
み
）

演
奏

大
野
市
民
吹
奏
楽
団

時
間

午
後
７
時
30
分
〜

参
加
料

無
料

※
そ
の
ほ
か
「
木
工
教
室
」
や

「
お
も
し
ろ
実
験
室
」
な
ど
の
、

当
日
参
加
イ
ベ
ン
ト
を
予
定

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒

９
１
２
―
８
６
６
６
大
野
市
天

神
町
１
―
１
大
野
市
役
所
商
工

観
光
課
観
光
係
（
1
66
・
１
１

１
１
内
線
３
３
３
）

●INFORMATION

（１5）

ご
み
減
量
に
向
け
、
資
源
ご
み

の
回
収
を
行
っ
て
い
る
団
体
に
対

し
補
助
金
の
交
付
を
行
い
ま
す
。

限
り
あ
る
資
源
を
有
効
利
用
し
、

環
境
に
や
さ
し
い
生
活
を
送
る
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

対
象

市
民
で
構
成
し
て
い
る
、

営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体

品
目

新
聞
・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー

ル
な
ど
の
古
紙
類

補
助
金
額

８
円
（
古
紙
類
１
i

あ
た
り
）

※
こ
の
中
か
ら
回
収
業
者
に
、

申
込
締
切
日

７
月
25
日
m

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

都

市
整
備
課
住
宅
緑
地
係
（
1
66

・
１
１
１
１
内
線
３
５
６
）

市
都
市
景
観
審
議
会
で
、
ま
ち

な
み
に
つ
い
て
考
え
ま
せ
ん
か
。

定
員

１
人

応
募
資
格

都
市
景
観
に
関
心
の

あ
る
市
内
在
住
の
20
歳
以
上

応
募
方
法

必
要
事
項
を
記
入
し

た
履
歴
書
（
市
販
）
に
「
都
市

景
観
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
こ

と
」
を
４
０
０
字
程
度
に
ま
と

め
た
作
文
を
添
え
、
直
接
ま
た

は
郵
送
で
提
出

応
募
締
切
日

７
月
31
日
l

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

都
市
整

備
課
計
画
係
（
1
66
・
１
１
１

１
内
線
３
５
３
）

面
谷
鉱
山
の
銅
を
含
ん
だ
鉱
石

（
大
き
さ
十
〜
十
五
b

程
度
）
を

探
し
て
い
ま
す
。

提
供
い
た
だ
い
た
石
は
、
当
館

で
面
谷
鉱
山
の
資
料
と
し
て
有
効

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
連
絡
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

連
絡
先

歴
史
民
俗
資
料
館
（
1

66
・
５
５
２
０
）

六
呂
師
高
原

【
７
月
19
日
n
・
20
日
h
】

●
家
族
で
過
ご
す
週
末
自
然
学
校

対
象

小
中
学
生
が
い
る
家
族

定
員

15
家
族
程
度
（
先
着
）

参
加
料

３
歳
以
上
８
０
０
０

円
・
３
歳
未
満
１
５
０
０
円

宿
泊

六
呂
師
ハ
イ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
（
１
家
族
１
部
屋
）

申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
み

を
行
い
、
後
日
書
類
を
送
付

申
込
締
切
日

７
月
10
日
l

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

六
呂
師
ハ
イ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

（
1
67
・
１
３
０
１
）

●
週
末
自
然
教
室
（
20
日
の
み
）

時
間

午
前
10
時
30
分
〜

内
容

ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ

参
加
料

各
教
室
５
０
０
円

※
申
し
込
み
は
会
場
に
て

問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課

観
光
係
（
1
66
・
１
１
１
１

内
線
３
３
３
）

麻
那
姫
湖
青
少
年
旅
行
村

【
７
月
26
日
n
・
27
日
h
】

●
ガ
キ
大
将
わ
ん
ぱ
く
キ
ャ
ン
プ

対
象

小
学
４
〜
６
年
生

定
員

40
人
（
抽
選
）

参
加
料

８
０
０
０
円

宿
泊

麻
那
姫
湖
青
少
年
旅
行

審
議
会
の
委
員
募
集

都
市
整
備
課

面
谷
鉱
山
の
鉱
石
求
む

歴
史
民
俗
資
料
館

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

都
市
整
備
課

悩み事相談はお気軽に
家庭内の問題や近隣とのトラブル、行政への苦情な
どについて、定期的に相談を受け付けています。
日時 毎月第１・３l午後１時30分～３時30分
場所 天神館（社会福祉協議会横）
人権擁護委員（敬称略）
多田　正則　　伏石16―６　　 67・１４９１
松田まつ枝　　泉町12―30 66・０８２３
堂東　昭子　　中野46―41 66・３７１０
松田八重子　　城町７―４　　　　66・５５３４
上田　輝司　　森政領家４―４　　65・１７９１
廣瀬　円昌　　蕨生22―40 65・４０２４
行政相談委員（敬称略）
吉田とみ子　　本町３―１　　　　66・３２６１
三宅　　嵩　　天神町７―４　　　65・０５８４
問い合わせ先

総務課行政係（166・１１１１内線２４４）

資
源
を
有
効
に
利
用

促
進
事
業
へ
補
助
金

生
活
環
境
課
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七
月
二
日
は
雑
節
の

一
つ
「
半
夏
生

は
ん
げ
し
ょ
う

」。
暦

の
上
で
は
梅
雨
明
け
の

目
安
と
も
さ
れ
、
夏
至

か
ら
数
え
て
十
一
日
目

で
あ
る
。
語
源
は
半
夏

は
ん
げ

（
カ
ラ
ス
ビ
シ
ャ
ク
）
と
い
う
ド
ク
ダ
ミ
科
の

薬
草
が
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
で
、
こ
の
植
物
は

葉
先
が
白
く
な
る
こ
と
か
ら
半
化
粧
と
も
書

く
。
大
野
で
は
、
魚
屋
の
店
先
に
煙
漂
う
半
夏

生
の
サ
バ
焼
き
が
初
夏
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い

る
。
京
都
府
福
知
山
市
で
は
稲
の
苗
が
大
地
に

は
っ
て
根
付
く
よ
う
に
と
旬
の
タ
コ
を
食
し

「
半
夏
生

は
ん
げ
し
ょ
う

蛸た
こ

」
と
い
う
▼
サ
バ
は
、
へ
し
こ
・

す
し
・
塩
焼
き
・
味
噌
煮
な
ど
な
じ
み
深
い
魚

だ
が
、
よ
く
捕
れ
る
季
節
は
夏
、
俳
句
で
は
夏

の
季
語
と
な
る
。
日
本
で
は
腹
部
が
銀
白
色
の

「
ほ
ん
さ
ば
」
と
黒
点
が
散
在
し
て
い
る
「
ご

ま
さ
ば
」
の
二
種
で
漁
獲
量
が
多
い
。
重
要
な

食
用
魚
で
あ
る
「
ほ
ん
さ
ば
」
は
秋
が
旬
。
脂

が
乗
っ
て
美
味
で
あ
る
が
、
近
年
地
物
は
高
級

魚
に
仲
間
入
り
し
て
き
た
▼
「
秋
鯖さ

ば

は
…
」

「
夏
蛸た

こ

は
…
」「
秋
茄
子

な

す

は
…
」
な
ど
い
わ
ゆ
る

「
嫁
に
食
わ
す
な
」
シ
リ
ー
ズ
の
こ
と
わ
ざ
が

各
地
に
あ
る
。
ど
れ
も
そ
の
季
節
の
お
い
し
い

も
の
を
息
子
の
妻
に
食
べ
さ
せ
た
く
な
い
と
い

う
嫌
な
言
葉
だ
。
し
か
し
今
ど
き
は
勢
力
関
係

が
逆
転
し
、
し
ゅ
う
と
め
の
存
在
を
無
視
す
る

と
い
う
ケ
ー
ス
も
多
く
な
っ
て
い
る
そ
う
だ
▼

大
野
の
「
半
夏
生
鯖
」
は
、
家
族
全
員
が
丸
焼

き
の
サ
バ
を
食
べ
、
和
気
藹
々

あ
い
あ
い

の
中
で
夏
バ
テ

を
乗
り
切
っ
て
い
く
。
家
族
は
す
べ
て
大
切
な

人
々
、
互
い
に
認
め
合
い
助
け
合
い
小
さ
な
こ

と
は
気
に
掛
け
ず
サ
バ
サ
バ
と
付
き
合
っ
て
い

き
た
い
も
の
だ
（
安
）

宇
野
忠
雄
邸
（
元
町
十
二
―
二
）

六
間
通
り
か
ら
五
番
通
り
を
北
へ
入
っ
た
場
所
に

位
置
。
黒
漆
喰

し
っ
く
い

の
大
壁
や
黒
く
塗
り
込
め
ら
れ
た
登

の
ぼ
り

梁は
り

な
ど
、
黒
色
が
特
徴
的
な
建
物
で
す
。
明
治
三
十

二
年
の
大
火
後
に
建
築
さ
れ
ま
し
た
。

市　民　の　う　ご　き

市内の交通事故状況（年頭からの計）

世　帯　数
人　　　口

男
女

５月中の異動

６月１日現在
11,910世帯
39,852人
19,050人
20,802人

前　月　比
6世帯
－4人
－1人
－3人

転 入
転 出

61人
57人

出 生
死 亡

31人
39人

総　件　数
件　数
死　者
傷　者

物 損 事 故

件 数 内 訳

278件
53件
1人
87人
225件

平成15年
５ 月 末 比 較平成14年

５ 月 末

247件
69件
5人
86人
178件

＋31件
－16件
－4人
＋1人
＋47件

人
身
事
故

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
情
報
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
1
０
７
７
９
・
66
・
１
１
１
１
）

こ
の
時
期
、
遠
足
で
観
光
マ

ッ
プ
片
手
に
歩
く
子
ど
も
た
ち

を
た
く
さ
ん
見
か
け
ま
す
。
目

的
地
探
し
て
右
へ
左
へ
。
私
の

小
さ
い
こ
ろ
と
は
ず
い
ぶ
ん
違

う
よ
う
で
す
。
で
も
遠
足
で
つ

く
っ
た
楽
し
い
思
い
出
は
、
い

つ
ま
で
も
変
わ
ら
ぬ
も
の
。
み

ん
な
に
良
い
思
い
出
が
で
き
る

と
い
い
で
す
ね
（
養
）

編
集
後
記

内　訳

か
つ
て
生
活
雑
排
水
が
流
れ

込
み
、
荒
廃
が
進
ん
で
い
た
中

野
清
水
。
平
成
八
年
に
地
域
の

有
志
で
結
成
さ
れ
た
「
中
野
清

水
を
守
る
会
」
の
清
掃
活
動
な

ど
に
よ
り
、
見
事
な
湧ゆ

う

水
地
へ

と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
平

成
十
四
年
五
月
に
は
公
園
と
し

て
整
備
さ
れ
、
あ
ず
ま
屋
な
ど

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

大
野
え
え
と
こ
⑯

西
澤
春
栄
邸
（
明
倫
町
十
―
十
一
）

六
間
通
り
か
ら
四
番
通
り
を
南
へ
入
っ
た
場
所
に

位
置
し
ま
す
。
大
正
十
年
に
建
築
さ
れ
た
も
の
で
、

美
し
い
袖
壁

そ
で
か
べ

と
方
杖

ほ
う
づ
え

、
白
漆
喰

し
っ
く
い

の
壁
面
な
ど
が
印
象

的
な
建
物
で
す
。

平成13年度から市が認定している、将来に残していき

たいと思う大野らしい建築物や自然などを紹介します。

④


